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Ⅳ．成果報告 

１．地域ＣＯＥ構築に関する報告 

埼玉県では、国際競争力を備えた活力ある新分野産業の集積や地域優位性を高める産業ク

ラスターの形成を進めることにより県内産業の活性化と持続的な成長を目指している。これ

を実現するため、関東の中心にふさわしい拠点性を高める産業を新たに展開する「さいたま

新都心」、「さいたま新産業拠点（ＳＫＩＰシティ）」、「本庄地方拠点都市地域」などの整備を

進めている。 

本事業では、これらのうちの「さいたま新産業拠点（川口市）」にある埼玉県産業技術総合

センター（通称：ＳＡＩＴＥＣ）内にコア研究室を設置した。同センターは、平成１５年１

月のＳＫＩＰシティ街開きとともに旧工業技術センターがリニューオープン（業務開始は平

成１５年４月より）され、新技術・新製品の開発、産学官連携、ベンチャー支援など総合的

に県内企業の支援を行っている。 

フェーズⅠでは、コア研究室

を中心とした産学官連携の研

究体制の連携を図るため、研究

室の整備を行うとともに基盤

技術開発を進めた。 

続くフェーズⅡでは、当初予

定していた「むさしの研究の郷

構想」の計画が見直しとなった

ため、コア研究室と距離的に離

れた埼玉大学、理化学研究所と

が連携するネットワーク型の

ＣＯＥ構築を進めることとし

た。ネットワーク型ＣＯＥでは、

関連する県内の大学、企業等の知的資源を背景として、産学官連携の強化を通じて新産業の

創生を図り、ベンチャー企業の育成支援を行うとともに、フェーズⅢにおける研究開発機能

の核となることを想定している。 

 

（１）５年間の実績 

①産学官ネットワークの形成 

毎年年度末に研究交流促進会議を開催した。この会議では、県内経済団体代表及びネッ

トワーク型ＣＯＥの構築にかかわる機関の代表者らに、事業報告及び次年度の実行計画案

の報告を行い、地域に係わる本事業の方針に関しての意見を聴取した。 

一方、埼玉県は、首都圏の行政機関が参画する東京圏ゲノムネットワーク推進会議や東

京圏ゲノム科学連携会議を通して、本プロジェクトの成果を積極的にＰＲしながら、首都

圏地域内のネットワークづくりにも取り組んだ。 

なお、理化学研究所と埼玉大学の間では既に連携大学院の協定が結ばれており、継続し

て連携を保っている。 

②埼玉県の取り組み 

平成１５年４月、埼玉県産業技術総合センターを開設し、研究開発支援、技術支援、起

業化支援などからなるインキュベータ機能を整備した。この施設の一部をコア研究室とし

た。 

また、平成１９年には、理化学研究所敷地内に中小企業基盤整備機構、県、和光市、理

化学研究所との４者が連携して運営する和光理研インキュベーションプラザ（ビジネス・インキュ

ベーション施設）を開設しネットワーク型ＣＯＥの核となる機関の整備を行った。 

なお、埼玉県は、平成１７年１月に理化学研究所と、平成１９年３月には埼玉大学との

間で研究開発も含めた相互協力・連携に関する包括協定を締結しており、地域ＣＯＥの構

築に対して行政支援を行った。 



－108－ 

③中核機関の取り組み 

事業の開始とともに新事業支援センターを設置し事務局を置いた。また、産学コーディ

ネータ、起業化コーディネータ等を配置して、新事業創出に向けた支援体制を整備した。

その後、創業・ベンチャー支援センターをさいたま新都心に開設し、さらに、知的財産総

合支援センター埼玉の開設により、知財に関する総合相談等、知財に関する支援体制を整

備した。この間、県内中小企業等の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的とした「埼

玉県知的財産戦略」を策定し、新事業創出を知的財産の面から支援する体制を充実強化す

るとともに関係機関の連携強化を図ることにより、地域ＣＯＥの構築の事務局的な立場を

果たした。 

 

（２）今後の計画と展望 

①産学官ネットワークの構築 

 平成１９年度（最終年度）途中に採択された「都市エリア産学連携促進事業」により地

域ＣＯＥ構築にかかわる事業をシームレスに継続することになった。これにより、新技術

エージェントが引き続き科学技術コーディネータとして、地域結集事業の成果である研究

成果の技術移転や知財の整備・活用も合わせて行うこととなる。 

 コア研究室の一部は、フェーズⅢにおいても同場所に継続して設置されることになった。

また、埼玉大学では、ネットワーク型地域ＣＯＥの研究の核となるセンターを大学内に置

く構想が立案された。 

 都市エリア事業では、地域結集事業で研究開発された相同組換えやぺプチドアプタマー

に関する技術を発展させ、がん、メタボリックシンドローム、老化性神経変性疾患などの

医薬シーズの創製とともに、新たな創薬標的生体分子を探索・獲得し、先端バイオ産業の

創出・育成を目指し、地域ＣＯＥを発展させる。なお、この事業において新たに数社の企

業が参画した。 

②埼玉県の取り組み 

平成１９年度に策定された第２期科学技術基本計画（図Ⅳ.1.1）により、地域結集事業

により組織された「埼玉バイオプロジェクト」の活動が明確に位置づけられ、今後、都市

エリア産学官連携促進事業、その他の事業等を通し、県内外の大学・研究機関と連携を図

り、埼玉県産業技術総合センター（コア研究室）、埼玉大学、理化学研究所を研究拠点と

するネットワーク型地域ＣＯＥ（図Ⅳ.1.2）を更に強固なもとしていく。 

③中核機関の取り組み 

平成１８年度に新しく組織された産学連携支援センター埼玉を拠点として、地域結集事

業を継承すべき事業、事務処理については同センター産学連携支援部で行う。現在、都市

エリア事業の事務局を務めている。 

産学連携支援センター埼玉では、産学連携相談、産学交流の促進、産学連携マッチング

支援、競争的資金獲得支援など産学連携を促進するためのセクションが併設されており、

これらを活用して、今後の地域ＣＯＥ構築、発展を進めていく。 
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図Ⅳ.1.1 第２期科学技術基本計画による位置づけ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図Ⅳ.1.2 ネットワーク型地域ＣＯＥ 
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